
鳥取県認定こども園に関する条例の改正（幼保連携型認定こども園の認可基準）の 

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の 実 施 結 果 に つ い て 

 
平成 26 年９月２日 
子 育 て 応 援 課 

 
１．実施結果 

(１) 募 集 期 間 平成２６年７月１４日から平成２６年７月３１日まで 
(２) 意見応募件数 

ファクシミリ 計 
３（１） ３（１） 

※ 意見の件数。応募者数は、括弧書 
 
２．意見及び対応案 

項目 御意見の内容 対応案 

職員配置 

（配置基準） 

・補助事業の１歳児、３歳児の配置基準と

同じ配置基準を条例に盛り込むこと。 

１歳児  ６：１→4.5：１ 

３歳児 ２０：１→１５：１ 

○条例に反映しません。 

・現在、単県の補助制度により、各施設や市

町村が基準の範囲内で状況に応じて柔軟

に職員配置が可能となるようにしていま

す。引き続き、基準は国基準どおりとし、

補助制度により職員配置の推進を行う予

定です。 

・また、平成 27 年４月からの子ども・子育

て支援新制度においては、３歳児に対して

職員を 15：１の配置にした場合には、施設

への給付額が加算される予定です。 

・なお、基準を上回る職員の配置に努める旨

の努力規定を設ける予定としています。 

職員配置 

（１クラス

の人数） 

・３歳以上児のクラスは、30 人以下とする

こと。 

 

○条例に反映しません。 

・１クラス 30 人を超えた場合には、学年の

人数に応じて職員配置基準により１人以

上追加となります。 

・なお、35 人を下回る子どもで学級を編制す

るよう努める旨の努力規定を設ける予定

としています。 

調理室 ・アレルギー対応やその日の子どもたちの

体調への迅速な対応を考えると調理室は

必置にすること。 

○条例に反映しません。 

・認定こども園の円滑な移行を推進するた

め、食事を提供する子どもの数が 20 人未

満の場合は調理室までは求めずに調理設

備で可とするものであり、調理員を設置

し、自園調理を行うことには変わりはない

ため、迅速な対応は十分に可能と考えま

す。 

・アレルギーや安全対策については、十分に

注意を払うよう注意喚起します。 

・なお、現行の保育所基準と同じく、３歳以

上児への食事提供については、アレルギー

対策や体調への迅速な対応が可能である

などの一定の要件を満たせば外部搬入を

可能とします。 

 

条例案（国基準による） 
１歳児 ６：１、３歳児 ２０：１ 

条例案（国基準による） 
１クラス ３５人以下 

条例案（国基準による） 
 施設内で調理をしない場合その他の規則で定

める場合にあっては、調理室を設けないことが

できる。 
規則案（国基準による） 
食事を施設内で調理する方法により提供する

子どもの数が 20 人未満である場合 


